
令和７年度「シラバス」  教科：工業  科目：実習 

単位数 ３ 
学科（型） 

学年 

建設工学科 

２年 

教科書 

副教材等 
自作教材 

学習目標 
実習を通して、建設に関する専門的な知識・技術を身に付ける。また、主体的に行動する態

度、集団や社会での自分の役割や行動について考え、安全で適切な判断ができるようになる。 

学期 学習内容 学習のねらい 

1 

〈木工実習〉 

 継手・仕口の製作 

 墨付け 

 切断・加工 

 

〈ＣＡＤ実習建築型〉 

 平屋建住宅の図面製作 

  

 

・材料に正確な墨付けができるようになる。大工道具の使い方

について学習し、実践的な技能を身に付ける。 

 

 

 

・図面製作を通して、ＣＡＤの基本操作を身に付ける。コマンド

の種類・機能を理解し、ショートカットキー・クロックメニュ

ーによる作図ができるようになる。 

２ 

 

〈ＣＡＤ実習土木型〉 

 側こう標準図、擁壁標準図製作 

 

〈材料試験実習〉 

 フロー試験 

 セメントの強度試験 

 コンクリート圧縮強度試験 

 

 

 

・図面製作を通して、ＣＡＤの基本操作を身に付ける。コマンド 

の種類・機能を理解する。 

 

・セメントの性質について学習する。また、構造物におけるコ 

ンクリートの役割や調合設計の重要性について学習する。圧 

縮強度試験では、コンクリートの特性について考察・理解す 

る。 

３ 

〈測量実習〉 

 トータルステーションを用いた細部  

 測量 

 ＣＡＤ編集 

 

・測量器機の操作・観測について学習する。外業で得たデータ

をパソコンに入力し、トラバース計算ができるようになる。

また、測量図が作成できるようになる。 

評価の観点 内   容 

知識・技術 

・実習の目的・内容を理解し、計画性を持って行動することができる。また、身に付けた

知識・技術を活用し、的確・安全に作業できる。 

・専門的な知識・技術を身に付け、実社会で主体的に行動する態度を身に付けることがで

きる。 

思考・判断・表現 
・建設に関する知識・技術を習得するために思考を深め、諸問題に対して理論的に判断す

る能力を身に付け、活用できるようになる。 

主体的に学習に 

取り組む態度 
・建設に関心を持ち、知識・技術の習得に向けて、意欲的に取り組むことができる。 

評 

価 

方 

法 

・実習における操作・作業状況や理解度の評価を行う。 

・作品やレポートの評価を行う。 

・学習に対する意欲や取り組み態度の評価を行う。  

学 習 に 対 す る ア ド バ イ ス と 留 意 事 項 

○実習は危険な作業を伴うこともあるので、工具の使用や服装、態度等に注意すること。 

○加工方法や実験方法をよく理解し、技術を身に付けること。 

○準備から後片付けまで、積極的に取り組むこと。 

 

 



 


